
 

1 

 

第
四
四
八
回 

青
葉
会
句
会
報 

 
 

令
和
五
年
八
月
二
十
四
日(

木) 
 

誌
上
選
句
会 

選 
 
 

者 
 

川
口
孤
舟 

 

投
句
・
選
句 

  

今
井
紀
久
男 

柿
﨑
忠
彦 

川
口
孤
舟 

久
米
五
郎
太 

熊
谷
國
男
（
表
記
「
く
」）
小
早
健
介 

後
藤
と
み
子 

在
間
千
恵 

佐
藤
忠
重
（
表
記
「
た
」） 

朱
牟
田
恵
洲 

高
橋
康
敏 

 

土
谷
堂
哉 

豊
田
穣
（
表
記
「
ゆ
」） 

中
川
雅
夫 

西
澤
國
護 

長
谷
見
敏
（
表
記
「
び
」） 

福
島
正
明 

星
田
啓
子 

古
川
百
合
子 

古
田
昇 

山
崎
亜
也 

山
田
啓
子
（
表
記
「
け
」）  

山
内
天
牛 

渡
邊
盛
雄 

 

 

選
句
の
み 

 
 

伊
賀
山
そ
ら
お 

梅
崎
哲
雄
（
表
記
「
く
す
」） 

重
枝
孝
岳 

庄
司
龍
平 

高
橋
清
子 

 

橋
口
隆 

山
本
三
恵 

 

【
互 

選 

句
】 

〇
は
選
者
の
特
選 

 
 

◎
は
孤
舟
選
者
の
選 

十
点 

 

夏
草
の
命
貰
ひ
て
仏
花 

 
 
 

啓
子 

（
紀
・
〇
く
す
・
〇
五
・
た
・
孝
・
び
・
雅
・
隆
・
三
・
盛
） 

 

九
点 

◎
青
き
目
の
丈
の
足
ら
ざ
る
浴
衣
か
な 

 
 

堂
哉 

 

（
忠
・
孤
・
清
・
康
・
ゆ
・
允
・
正
・
啓
・
天
） 

夕
焼
の
色
を
流
し
て
千
曲
川 

 
 
 
 
 

孤
舟 

 

（
五
・
健
・
た
・
恵
・
清
・
堂
・
ゆ
・
允
・
百
） 

 

七
点 

 

校
庭
の
蛇
口
み
な
空
向
け
り
夏 

 
 
 
 

康
敏 

 
（
〇
そ
・
健
・
と
・
千
・
恵
・
啓
・
三
） 

 

六
点 

 

ゆ
く
季
（
と
き

）
を
つ
く
づ
く
惜
し
と
法
師
蝉 

 

恵
洲 

 
 
 

（
く
す
・
孝
・
清
・
堂
・
ゆ
・
雅
） 

◎
鼠
花
火
ま
た
同
じ
子
を
襲
ひ
け
り 

 
 
 
 
 

康
敏 

 
 
 

（
孤
・
と
・
千
・
恵
・
堂
・
昇
） 

◎
塩
匂
ふ
流
木
焚
き
て
夏
の
は
て 

 
 
 
 
 
 

び
ん 

 
 
 

（
そ
・
孤
・
く
・
恵
・
百
・
〇
啓
） 

 

五
点 

 

遠
く
で
の
帰
り
ね
ぶ
た
の
笛
哀
し 

 
 
 
 
 

忠
彦 

 
 
 

（
紀
・
く
す
・
た
・
龍
・
雅
） 

冷
や
さ
れ
し
メ
ロ
ン
の
舟
に
匙
の
櫂 

 
 
 
 

孤
舟 

 
 
 

（
と
・
康
・
堂
・
三
・
盛
） 

初
蟬
を
聞
く
こ
と
も
な
く
逝
き
に
け
り 

 
 

く
に
お 
 
 
 

（
紀
・
忠
・
隆
・
〇
百
・
三
） 

生
身
魂
き
の
ふ
の
や
う
に
疎
開
談 

 
 
 
 

と
み
子 

 
 
 

（
紀
・
康
・
堂
・
び
・
昇
） 

み
さ
さ
ぎ
の
濠
渡
る
風
鬼
や
ん
ま 

 
 
 
 
 

康
敏 

 
 
 

（
五
・
た
・
雅
・
び
・
昇
） 

応
援
団
の
去
り
し
ス
タ
ン
ド
赤
蜻
蛉 

 
 
 
 

盛
雄 

 
 
 

（
康
・
〇
堂
・
國
・
昇
・
天
） 

 

四
点 

 

向
日
葵
や
ソ
フ
ィ
ア
・
ロ
ー
レ
ン
の
愁
い
顔 

 

忠
彦 

 
 
 

（
紀
・
健
・
正
・
〇
昇
） 

翻
る
海
女
の
蹠
や
秋
の
潮 

 
 
 
 
 
 
 
 

孤
舟 

 
 
  

（
く
す
・
五
・
堂
・
三
） 

目
玉
だ
け
目
立
つ
子
と
な
り
休
暇
果
つ 

 
 
 
 

仝 
 
 
 

（
〇
と
・
千
・
允
・
盛
） 

三
尺
玉
天
地
の
闇
を
ゆ
る
が
せ
り 

 
 
 
 

く
に
お 

 
 
 

（
紀
・
康
・
百
・
天
） 

木
が
燃
え
る
百
日
紅
咲
く
並
木
道 

 
 
 

た
だ
し
げ 

 
 
  

（
千
・
孝
・
ゆ
・
國
） 

◎
茄
子
漬
の
色
鮮
や
か
な
夕
餉
か
な 

 
 
 
 
 
 

仝 
 
   

（
孤
・
龍
・
國
・
百
） 

◎
敗
戦
忌
軍
歌
は
短
調
多
か
り
き 

 
 
 
 
 
 

恵
洲 

 
 
  

(

紀
・
く
す
・
孤
・
健
） 

還
ら
ざ
る
人
々
偲
ぶ
終
戦
日 

 
 
 
 
 
 

ゆ
た
か 

 
   

（
忠
・
た
・
正
・
〇
隆
） 

最
果
て
の
領
土
に
白
し
蕎
麦
の
花 

 
 
 
 
 

び
ん 

 
 
  

（
健
・
〇
く
・
國
・
啓
） 

◎
ス
コ
ッ
プ
が
砂
場
に
残
る
暑
さ
か
な 

 
 
 
 

正
明 

 
 
 

（
孤
・
く
・
國
・
百
） 

 
 
 
 

 

天
窓
の
矩
形
の
中
に
秋
き
た
る 

 
 
 
 
 

百
合
子 

 
 
 

（
五
・
と
・
千
・
啓
） 

連
れ
立
っ
て
雷
神
風
神
来
る
猛
暑 

 
 
 
 
 

啓
子 

 
 
 

（
紀
・
千
・
雅
・
盛
） 



 

2 

 

 
 
 

 
 

地
歌
舞
伎
の
は
ね
て
主
役
は
甘
え
ん
坊 

 
  

け
い
子 

 
 
 
 

（
紀
・
と
・
そ
・
堂
） 

地
の
酒
を
三
代
で
酌
む
良
夜
か
な 

 
 
 
 
 

盛
雄 

 
 
 
 

（
紀
・
康
・
ゆ
・
允
） 

 
 
 

三
点 

 
鰻
来
る
倦
ま
ず
焦
ら
ず
リ
ハ
ビ
リ
を
と 

 
 

紀
久
男 

 
 
 
 

（
と
・
び
・
盛
） 

 
 
 

 
 

先
輩
か
ら
「
止
酒
凌
暑
」
の
葉
書
来
る 

 
 
 
 

仝 
 
 
 
  

（
龍
・
三
・
盛
） 

歌
舞
伎
座
納
涼
歌
舞
伎 

 
 
 
 
 
 
 
 
  

◎
納
涼
の
若
手
の
び
の
び
大
入
り
に 

 
 
 
 
 
 

仝 
 
 
 
 

（
そ
・
孤
・
正
） 

杖
つ
い
て
リ
ハ
ビ
リ
通
い
の
秋
暑
し 

 
 
 
 
 

仝 
 
 
 
 

（
そ
・
忠
・
天
） 

日
本
の
形
に
曲
が
る
胡
瓜
か
な 

 
 
 
 
 
 

孤
舟 

 
 
 
 

（
千
・
隆
・
び
） 

流
木
の
皮
剥
ぎ
取
ら
れ
秋
出
水 

 
 
 
 
 

く
に
お 

 
 
 
 

（
ゆ
・
雅
・
啓
） 

見
送
れ
ば
秋
の
声
滿
つ
ド
ア
の
そ
と 

 
 
 

と
み
子 

 
 
 
 

（
紀
・
清
・
び
） 

◎
熱
帯
夜
シ
ャ
ネ
ル
五
番
に
着
替
へ
た
し 

 
 
 

堂
哉 

 
 
 
 

（
孤
・
龍
・
〇
正
） 

 
 
 
 

 

夏
の
日
の
き
ら
め
き
を
乗
せ
波
走
る 

 
 
 
 

國
護 

 
 
 
 

（
紀
・
た
・
允
） 

切
り
西
瓜
買
う
事
に
慣
れ
老
夫
婦 

 
 
 
 
 
 

仝 
 
 
 
 

（
く
・
啓
・
〇
三
） 

遠
花
火
過
去
現
在
も
ま
た
た
く
間 

 
 
 
 

百
合
子 

 
 
 
 

（
健
・
〇
龍
・
清
） 

塞
翁
が
馬
と
夏
風
邪
ダ
イ
エ
ッ
ト 

 
 
 
 
 
 

昇 
 
 
 
 

（
紀
・
正
・
〇
盛
） 

漆
黒
の
闇
に
沈
む
夜
百
合
香
る 

 
 
 
 
 
 

啓
子 

 
 
 
 

（
く
・
〇
孝
・
雅
） 

羽
化
す
る
ま
で
最
低
二
年 

二
年
も
の
時
を
解
（
ほ
ど
）
き
て
蜻
蛉
飛
ぶ 

    

仝 
 
      

（
紀
・
く
す
・
清
） 

七
夕
や
静
か
に
消
え
る
願
い
の
み 

 
 
   

け
い
子 

 
 
 
  

（
紀
・
忠
・
孝
） 

 

二
点 

 

悲
し
み
の
式
典
虚
し
原
爆
の
日 

 
 
       

忠
彦 

 
 
 
 

（
紀
・
隆
） 

川
二
つ
交
る
と
こ
ろ
風
涼
し 

 
 
 
 
 
 

五
郎
太 

 
 
 
 

（
紀
・
恵
） 

墓
洗
い
木
陰
求
め
て
缶
コ
ー
ヒ
ー 

 
 
 
 
 

千
恵 

 
 
 
  

（
紀
・
隆
） 

境
内
に
合
せ
膨
る
る
踊
り
の
輪 

 
 
 
 
  

 

康
敏 

 
 
   

（
そ
・
五
） 

夕
間
暮
れ
浴
衣
の
犬
の
集
ひ
を
り 

 
 
 
 
 

堂
哉 
 
 
 
 

（
紀
・
康
） 

瀬
戸
夕
焼
け
帰
る
漁
船
の
波
高
し 

 
 
 
 

ゆ
た
か 

 
 
 
 

（
く
・
〇
た
） 

湿
暑
激
し
文
化
見
性
強
く
問
ひ 

 
 
 
 
 
 

雅
夫 

 
 
 
 

（
紀
・
啓
） 

 
 
 

・
・
こ
の
暑
い
日
々
、
人
間
文
化
の
さ
と
り
（
正
誤
）
の
あ
り
方
を
問
う
こ
と
激
し
・
・ 

◎
ゴ
ル
フ
ァ
ー
を
一
掃
し
た
る
夕
立
か 

 
 
 
 

國
護 

 
 
 
 

（
紀
・
孤
） 

子
も
孫
も
外
国
暮
ら
し
木
槿
咲
き 
 
 
 
 

 
 

正
明 

 
 
 
 

（
紀
・
健
） 

新
盆
や
仏
は
じ
め
て
里
帰
り 

 
  

 
 
 
 

百
合
子 

 
 
  

  (

紀
・
忠
） 

地
中
海
の
白
き
館
や
カ
ン
ナ
咲
く 

 
 
  

     

昇 
 
 
  

 

（
恵
・
允
） 

秋
暑
し
夕
庭
仕
事
夜
は
チ
ェ
ロ 

 
 
 
 
   

亜
也 

 
 
 
 

（
紀
・
龍
） 

祖
母
の
里
倶
利
伽
羅
峠
盆
の
月 

 
 
 
 
 

け
い
子 

 
 
 
  

（
紀
・
隆
） 

 

一
点 

 

グ
リ
ー
ン
車
で
少
し
幸
せ
の
帰
省
か
な 

 
 
  

忠
彦 

 
 
   

（
國
） 

父
母
に
長
寿
を
誓
ふ
墓
参
り 

 
 
 
 
 
 
   

仝 
 
 
  

 

（
紀
） 

願
ひ
書
き
送
り
火
待
つ
や
京
に
居
て 

 
 
  

五
郎
太 

 
 
 
  

（
啓
） 

山
肌
の
羅
漢
千
体
涼
あ
ら
た 

 
 
 
 
 
  

  

仝 
 
 
 
  

（
孝
） 

夏
鞍
馬
天
狗
の
神
に
も
頭
下
げ 

 
 
 
 
  

  

仝 
 
 
 
  

（
清
） 

和
菓
子
屋
の
列
に
加
わ
り
盆
用
意 

 
 
 
 
   

仝 
 
 
   

（
紀
） 
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生
か
せ
ぬ
か
台
風
の
巨
大
エ
ネ
ル
ギ
ー 

 
 
  

 
 
 

健
介 

 
 
  

 

（
昇
） 

予
報
士
の
急
に
熱
弁
台
風
来 

 
 
 
 
 
 
 
    

と
み
子 

    
  

（
紀
） 

竿
灯
の
小
（
ち
）
さ
き
蝋
燭
御
守
り
に 

 
 
 

 
 
 
 
 

 

仝 
 
  

 
 

（
紀
） 

解
体
進
む
炎
帝
に
焼
か
れ
つ
つ 

 
 
 
 
 
 
   

  

千
恵 

 
 
    

（
紀
） 

◎
打
ち
水
に
風
ひ
ん
や
り
と
通
り
抜
け 

 
 
 
    

た
だ
し
げ 

 
  

  

（
孤
） 

晴
れ
た
空
星
降
る
夜
や
星
祭
り 

 
 
 
 
 
    

 
  

仝 
 
 
   

（
龍
） 

雷
雨
去
り
雲
の
合
間
に
虹
を
見
る 

 
 
 
  

   
 
 
 

仝 
 
 
 
 

（
國
） 

◎
舌
で
喘
ぐ
犬
を
真
似
た
き
大
暑
か
な 

 
 
 
    

 
 

恵
洲 

 
     

（
孤
） 

昼
寝
覚
め
座
敷
童
子
と
目
の
合
へ
り 

 
 
 
 
 
 
  

康
敏 

 
 
 
  

（
恵
） 

浮
雲
や
白
南
風
渡
る
露
天
風
呂 

 
 
 
 
 
 
 
 
  

堂
哉 

 
 
  

 

（
ゆ
） 

誰
彼
の
三
味
の
音
絶
え
て
夏
の
逝
く 

 
 
 
 
 
     

仝 
 
  

 
 

（
紀
） 

見
渡
せ
ば
島
々
の
山
雲
の
峰 

 
 
 
 
 
 
 
    

ゆ
た
か 

 
   

 

（
そ
） 

蝉
し
ぐ
れ
蝉
の
合
唱
リ
ズ
ム
有
り 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

仝 
 
 
 
  

（
く
す
） 

水
う
て
ば
庭
も
歌
う
や
朝
体
操 

  
 
  

 
 
 
 
 

雅
夫 

 
 
 
 

（
紀
） 

◎
台
風
の
予
報
に
こ
こ
ろ
時
化
（
し
け

）
て
を
り 

 
 
 
 

び
ん       

  

（
孤
） 

 
 
 
 
 
 
 
 

襟
裳
岬 

ご
め
鳴
く
や
島
山
消
ゆ
る
霧
襖
（
き
り
ぶ
す
ま
） 

 
 
 

仝 
 
 
 
 

（
紀
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

※
ご
め→

鴎
の
別
名 

ブ
ラ
ス
バ
ン
ド
の
早
朝
練
習
夏
休
み 

 
 
 
 
 
 
 

正
明 

 
 
   

（
天
） 

カ
ナ
カ
ナ
は
死
者
の
声
な
る
黄
泉
か
ら
の 

 
 
 
 

百
合
子 

 
 
 
 

（
び
） 

サ
ー
フ
ァ
ー
の
曲
芸
の
ご
と
翻
る 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

昇 
 
 
 
 

（
天
） 

サ
ミ
ッ
ト
の
平
和
の
誓
ひ
広
島
忌 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

仝 
 
 
 
 
（
正
） 

香
水
の
隣
を
避
け
て
寿
司
つ
ま
む 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

仝 
 
 
 
 

（
忠
） 

見
上
ぐ
れ
ば
暦
違
わ
ず
鰯
雲 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

啓
子 
 
 
 
 

（
百
） 

大
文
字
下
宿
で
一
人
見
た
日
日
よ 

 
 
 
 
 
 
 

け
い
子 

 
 
 
 

（
く
） 

は
ね
っ
こ
の
郡
上
踊
り
は
雨
の
中 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

仝 
 
 
 
 

（
紀
） 

高
原
に
あ
き
つ
群
れ
飛
び
風
渡
る 

 
 
 
 
 
 
 
 

亜
也 

 
 
 
 

（
允
） 

初
嵐
か
け
ら
と
云
へ
ど
侮
れ
ず 

 
 
 
 
 
  

 
  

 

仝 
 
 
 
 

（
紀
） 

終
戦
と
言
は
ざ
る
気
骨
敗
戦
日 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

仝 
 
 
   

（
天
） 

冬
瓜
に
羹
（
カ
ン

）
と
湯
（
タ
ン

）
あ
り
選
び
か
ね 

 
 
 

仝 
 
 
 
 

（
紀
） 

八
朔
や
草
木
㐂
ぶ
雨
が
降
る 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

天
牛 

 
 
 
 

（
孝
） 

炎
昼
や
タ
ク
シ
ー
ド
ラ
イ
バ
ハ
ル
ピ
ン
人 

 
 
 
 
 
 

仝 
 
 
 
 

（
紀
） 

粛
々
と
灯
し
ゆ
く
五
山
送
り
火 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

盛
雄 

 
 
 
 

（
昇
） 

孫
と
子
へ
非
戦
の
伝
へ
生
身
魂 

  
 
 
 
 
 
 
 
  

仝  
 
 
 
 

（
紀
）      

身
嗜
み
手
を
抜
く
暮
ら
し
溽
暑
か
な 

 
 
  

 
 
 
  

仝 
 
 
 
 

（
紀
）        

 
 
 
 
 
 
 
 

§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§ 

【
句 

 

評
】 

十
点
句 

夏
草
の
命
貰
ひ
て
仏
花 

 
 
 
 
 
 
 
  

啓
子 

 
 

五
郎
太
さ
ん
・
・
炎
暑
の
な
か
草
は
め
げ
ず
に
、
し
か
も
鮮
や
か
な
色
の
花
を
つ
け
る
。「
命
貰
ひ
て
」
が
な
ん 

と
も
上
手
で
す
。 
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た
だ
し
げ
さ
ん
・
・
仏
前
に
夏
草
の
今
あ
る
命
を
手
折
り
、
仏
様
に
供
え
、
祈
る
。
心
が
悼
む
。 

 

隆
さ
ん
・
・
・
・
仏
花
の
夏
草
に
さ
え
命
を
忘
れ
な
い
思
い
や
り
。 

 

盛
雄
さ
ん
・
・
・
折
柄
の
植
物
ブ
ー
ム
。‶

夏
草
の
命
〟
が
い
い
で
す
ね
。 

 

九
点
句 

青
き
目
の
丈
の
足
ら
ざ
る
浴
衣
か
な 

 
 
 
 
 

堂
哉 

 
 

孤
舟
選
者
・
・
・
大
柄
の
外
国
人
の
浴
衣
姿
は
愛
嬌
あ
り
。 

康
敏
さ
ん
・
・
・
旅
館
の
浴
衣
、
手
足
が
長
く
背
の
高
い
西
洋
人
に
は
つ
ん
つ
る
て
ん
で
、
ユ
ー
モ
ラ
ス
だ
。 

ゆ
た
か
さ
ん
・
・
ユ
ー
モ
ラ
ス
な
情
景
が
目
に
浮
か
び
ま
す
。 

天
牛
さ
ん
・
・
・
最
近
は
宿
谷
や
ホ
テ
ル
で
も
外
人
用
が
あ
り
ま
す
が
、
自
宅
へ
外
国
の
友
人
が
来
ら
れ
た
の
で 

し
ょ
う
ね
‼ 

夕
焼
の
色
を
流
し
て
千
曲
川 

 
 
 
 
 
 
 
 

孤
舟 

 
 

た
だ
し
げ
さ
ん
・
・
千
曲
川
に
夕
焼
け
が
映
り
赤
く
染
ま
っ
た
よ
う
な
川
の
流
れ
が
目
に
浮
か
ぶ
。 

恵
洲
さ
ん
・
・
・
中
学
の
国
語
の
先
生
に
倣
っ
た
藤
村
の
千
曲
川
旅
情
の
歌
を
懐
か
し
く
思
い
出
し
て
。 

堂
哉
さ
ん
・
・
・
小
諸
城
か
ら
の
眺
め
を
思
い
出
し
ま
し
た
。
中
七
が
良
い
で
す
ね
！ 

 
 

 
 

ゆ
た
か
さ
ん
・
・
色
を
流
し
て
と
い
う
表
現
が
見
事
で
す
。 

 
 
 
 
 

百
合
子
さ
ん
・
・
情
景
が
あ
り
あ
り
と
目
に
浮
か
び
ま
す
。 

 

七
点
句 

校
庭
の
蛇
口
み
な
空
向
け
り
夏 

 
 
 
 
 
 
 

康
敏 

 

と
み
子
さ
ん
・
・
夏
休
み
の
光
景
が
、
よ
く
わ
か
り
ま
す
。 

千
恵
さ
ん
・
・
・
校
庭
で
の
運
動
を
終
え
て
皆
が
蛇
口
を
上
に
向
け
て
水
を
飲
ん
で
い
る
光
景
が
目
に
浮
か
び 

ま
す
。 

恵
洲
さ
ん
・
・
・
夏
の
校
庭
の
蛇
口
は
確
か
に
上
を
向
い
て
い
ま
し
た
。
運
動
部
の
練
習
で
、
水
を
飲
む
の
は 

毒
だ
と
誤
っ
た
指
導
を
受
け
て
、
う
が
い
を
す
る
ふ
り
を
し
て
喉
を
少
し
だ
け
湿
し
た
思
い 

出
。
実
は
毒
で
は
無
く
水
分
は
補
給
し
な
く
て
は
い
け
な
い
と
後
年
習
っ
て
か
っ
と
し
た
こ 

と
を
思
い
出
し
ま
す
。 

啓
子
さ
ん
・
・
・「
夏
休
み
」
と
題
し
た
一
枚
の
写
真
の
よ
う
で
、
ど
こ
か
郷
愁
を
覚
え
ま
す
。 

 

六
点
句 

ゆ
く
季
（
と
き
）
を
つ
く
づ
く
惜
し
と
法
師
蝉 
 

恵
洲 

 
 

堂
哉
さ
ん
・
・
・
お
見
事
！
中
七 

ゆ
た
か
さ
ん
・
・
つ
く
つ
く
法
師
と
つ
く
づ
く
惜
し
む
の
語
呂
合
わ
せ
が
面
白
い
で
す
。 

鼠
花
火
ま
た
同
じ
子
を
襲
ひ
け
り 
 
 
 
 
   

康
敏 

 
 
 

孤
舟
選
者
・
・
・
鼠
の
よ
う
に
地
面
を
ク
ル
ク
ル
と
走
り
廻
り
、
突
然
爆
発
し
た
の
が
二
度
も
同
じ
子
の
前
だ
っ 

た
と
は
。 
 
 
 
 

と
み
子
さ
ん
・
・ 

飛
び
回
る
花
火
に
歓
声
を
あ
げ
て
逃
げ
る
。
夏
休
み
の
楽
し
み
の
一
つ
で
す
。 

恵
洲
さ
ん
・
・
・
い
つ
も
（
多
分
一
番
臆
病
な
）
同
じ
子
を
襲
う
、
と
い
う
の
が
経
験
上
分
か
り
ま
す
。
現
に
、 

逃
げ
る
の
が
下
手
で
、
こ
の
よ
う
な
目
に
遭
っ
た
記
憶
あ
り
。 

堂
哉
さ
ん
・
・
・
確
か
に
こ
う
い
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
ね
。
大
騒
ぎ
の
声
、
大
人
達
の
笑
い
声
が
聞
こ
え
ま
す
。 

塩
匂
ふ
流
木
焚
き
て
夏
の
は
て 

 
 
 
 
 
 
  

び
ん 

 
 
 

孤
舟
選
者
・
・
・
星
空
の
も
と
の
浜
辺
の
キ
ャ
ン
プ
フ
ァ
イ
ア
ー
。 

く
に
お
さ
ん
・
・
浜
辺
で
流
木
を
焚
き
、
塩
の
香
の
な
か
で
「
今
年
の
夏
も
終
わ
る
の
か
」
と
い
う
感
慨
。 

恵
洲
さ
ん
・
・
・
夏
の
果
て
の
寂
し
い
気
分
が
、
焚
か
れ
て
塩
匂
ふ
流
木
で
よ
く
わ
か
る
。 

啓
子
さ
ん
・
・
・
夏
の
は
て
は
、
旅
路
の
果
て
で
も
あ
る
で
し
ょ
う
か
。
塩
匂
ふ
、
で
浜
辺
と
い
う
こ
と
が
わ
か 
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る
。
焚
火
の
炎
を
眺
め
な
が
ら
こ
の
旅
、
は
て
は
来
し
方
を
思
っ
て
い
る
、
そ
ん
な
時
間
。 

百
合
子
さ
ん
・
・
夏
の
終
わ
り
の
砂
浜
で
海
水
を
吸
い
込
ん
だ
流
木
を
積
ん
で
焚
く
煙
ま
で
見
え
ま
し
た
。 

 

五
点
句 
遠
く
で
の
帰
り
ね
ぶ
た
の
笛
哀
し 

 
 
 
 
 
 
 

忠
彦 

 
 
 

た
だ
し
げ
さ
ん
・
ね
ぶ
た
祭
り
の
笛
の
音
が
、
何
と
な
く
哀
愁
を
帯
び
て
聞
こ
え
、
祭
り
の
終
わ
り
を
感
じ
さ 

せ
る
。 

 
 
 
 
 

龍
平
さ
ん
・
・
・
遠
い
花
火 

遠
い
太
鼓 

遠
く
か
ら
の
物
は 

人
を
幻
想
の
世
界
に
導
く
の
で
し
ょ
う
か
？ 

 

心
射
た
れ
ま
す
。 

冷
や
さ
れ
し
メ
ロ
ン
の
舟
に
匙
の
櫂 

 
 
 
 
 
 

孤
舟 

 
 
 
 

康
敏
さ
ん
・
・
・
お
椀
の
船
に
箸
の
櫂
♪
一
寸
法
師
の
替
え
歌
み
た
い
だ
が
、
夏
の
夜
に
美
味
し
そ
う
だ
。 

と
み
子
さ
ん
・
・
メ
ロ
ン
は
好
物
で
す
の
で
、
こ
の
お
句
に
う
っ
と
り
し
ま
す
。 

盛
雄
さ
ん
・
・
・
俳
句
甲
子
園
を
彷
彿
さ
せ
る
愉
し
い
作
品
。 

初
蟬
を
聞
く
こ
と
も
な
く
逝
き
に
け
り 

 
 
 
 

く
に
お 

 
 
 
 

隆
さ
ん
・
・
・
・
人
は
ど
う
し
て
も
旅
立
つ
と
き
が
来
る
。
だ
か
ら
今
が
愛
お
し
い
。 

百
合
子
さ
ん
・
・
抑
制
さ
れ
た
心
情
表
現
に
心
打
た
れ
ま
し
た 

故
人
と
交
わ
し
た
会
話
ま
で
聞
こ
え
て
き
ま 

し
た
。 

生
身
魂
き
の
ふ
の
や
う
に
疎
開
談 

 
 
 
 
 
 

と
み
子 

 
 
 

 

康
敏
さ
ん
・
・
・
戦
争
体
験
者
は
殆
ど
い
な
く
な
っ
た
。
今
や
疎
開
体
験
者
も
貴
重
品
だ
。 

堂
哉
さ
ん
・
・
・
だ
ん
だ
ん
と
生
の
声
を
聞
け
な
く
な
り
ま
し
た
。
台
湾
だ
、
北
鮮
だ
と
騒
ぐ
声
に
踊
ら
さ
れ
な 

い
よ
う
に
し
た
い
も
の
で
す
。 

み
さ
さ
ぎ
の
濠
渡
る
風
鬼
や
ん
ま 

 
 
 
 
 
 
 

康
敏 

 
 
 
 

五
郎
太
さ
ん
・
・
古
代
の
大
王
オ
オ
キ
ミ
の
緑
濃
き
古
墳
の
景
で
し
ょ
う
。
鬼
や
ん
ま
は
風
格
が
あ
り
ま
す
。 

た
だ
し
げ
さ
ん
・
陵
墓
の
濠
を
渡
る
風
に
蜻
蛉
が
乗
っ
て
い
る
。
秋
ら
し
い
風
景
が
見
え
る
。 

応
援
団
の
去
り
し
ス
タ
ン
ド
赤
蜻
蛉 

 
 
 
 
 
 

盛
雄 

 
 
 

康
敏
さ
ん
・
・
・
空
に
な
っ
た
甲
子
園
の
ア
ル
プ
ス
ス
タ
ン
ド
に
舞
う
赤
蜻
蛉
。
選
手
が
熱
中
症
を
起
す
暑
さ
だ 

が
、
秋
ら
し
さ
も
あ
る
の
だ
。 

堂
哉
さ
ん
・
・
・
慶
応
高
校
、
お
め
で
と
う
！
監
督
さ
ん
は
時
の
人
で
す
ね
！ 

 
 
 

 

天
牛
さ
ん
・
・
・
赤
と
ん
ぼ
が
き
い
て
い
ま
す
ね
。
さ
び
し
い
で
す
ね
。 

 

四
点
句 

向
日
葵
や
ソ
フ
ィ
ア
・
ロ
ー
レ
ン
の
愁
い
顔 

 
 
 

忠
彦 

 
 
 

健
介
さ
ん
・
・
・
向
日
葵
と
い
え
ば
ソ
フ
ィ
ア
・
ロ
ー
レ
ン
で
す
か
、
発
想
に
飛
躍
が
あ
り
楽
し
い
で
す
ね
。 

ユ
ニ
ー
ク
賞
。 

昇
さ
ん
・
・
・
・
向
日
葵
と
言
え
ば
、
ソ
フ
ィ
ア
・
ロ
ー
レ
ン
の
主
演
映
画
を
直
ぐ
に
思
い
浮
か
べ
ま
す
。 

 
 

 
 
 

 
 
 
 

プ
ロ
ロ
ー
グ
の
向
日
葵
の
映
像
と
テ
ー
マ
曲
が
印
象
深
く
、
ス
ト
ー
リ
ー
も
泣
け
ま
し
た
。 

戦
争
の
悲
劇
は
も
う
沢
山
。
ロ
シ
ア
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
戦
争
終
結
を
心
よ
り
祈
り
ま
す
。 

紀
久
男
・
・
・
・
雪
の
ロ
シ
ア
戦
線
で
捕
虜
と
な
り
、
救
護
し
て
く
れ
た
ロ
シ
ア
娘
と
一
家
を
構
え
た
夫 

（
マ
ル
チ
ェ
ロ
・
マ
ス
ト
ロ
ヤ
ン
ニ
）。
ロ
シ
ア
で
生
き
て
い
る
と
い
う
情
報
を
得
て
捜
索
し
て 

い
た
妻
役
の
ソ
フ
ィ
ア
・
ロ
ー
レ
ン
は
彼
の
地
を
訪
ね
る
も
現
状
を
目
の
当
た
り
に
し
、 

言
葉
を
交
わ
す
こ
と
な
く
列
車
に
飛
び
乗
り
ロ
シ
ア
を
去
る
。
そ
の
数
年
後
、
元
夫
が
ミ
ラ 

ノ
を
訪
ね
再
会
。
そ
こ
で
妻
は
本
当
の
別
れ
を
選
択
す
る
。
ロ
シ
ア
に
戻
る
元
夫
を
見
送
る 

ミ
ラ
ノ
駅
、
タ
イ
ト
ル
バ
ッ
ク
の
広
大
な
ひ
ま
わ
り
畑
の
映
像
は
忘
れ
が
た
い
も
の
で
す
。 
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翻
る
海
女
の
蹠
や
秋
の
潮 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

孤
舟 

 
 
  

  

堂
哉
さ
ん
・
・
・
あ
う
ら 

は
読
む
の
と
漢
字
の
イ
ン
プ
ッ
ト
に
苦
労
し
ま
し
た
。
海
女
さ
ん
は
随
分
少
な
く 

な
っ
て
い
る
の
で
し
よ
う
？
実
演
は
見
た
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
。 

目
玉
だ
け
目
立
つ
子
と
な
り
休
暇
果
つ 

 
 
 
 
 

孤
舟 

 
 
 
 

と
み
子
さ
ん
・
・
夏
休
み
に
成
長
さ
れ
た
様
子
が 

 

よ
く
わ
か
り
ま
す
。
頼
も
し
い
で
す
ね
。 

 
 
 
 

千
恵
さ
ん
・
・
・
夏
休
み
目
い
っ
ぱ
い
外
で
遊
ん
だ
の
で
す
ね
！ 

盛
雄
さ
ん
・
・
・
夏
休
み
も
終
わ
り
、
日
焼
け
を
競
い
合
っ
た
少
年
時
代
を
思
い
出
す
佳
句
で
す
。 

三
尺
玉
天
地
の
闇
を
ゆ
る
が
せ
り 

 
 
 
 
 

く
に
お 

 
 
   

康
敏
さ
ん
・
・
・
四
年
振
り
の
花
火
大
会
だ
。「
三
尺
玉
」
は
豪
快
だ
が
、
歳
時
記
に
載
っ
て
い
な
い
。
季
語
と 

し
て
認
め
ら
れ
る
か
疑
問
が
残
る
。「
三
尺
玉
花
火
天
地
の
闇
を
ゆ
る
が
せ
り
」
と
す
れ
ば 

季
語
問
題
は
解
決
す
る
が
。 

百
合
子
さ
ん
・
・
天
地
の
闇
の
中
に
佇
む
人
々
の
心
も
ゆ
る
が
し
ま
す
。 

 
 
 

 
 

天
牛
さ
ん
・
・
・
花
火
大
会
は
闇
を
揺
る
が
せ
ま
す
が
、
見
て
る
人
間
の
腸
（
は
ら
わ
た
）
も
ふ
る
わ
せ
ま
す 

 
 
 
 
 

紀
久
男
・
・
・
・
八
月
一
日
は
Ｂ
２
９
に
よ
る
長
岡
大
空
襲
（
山
本
五
十
六
の
出
生
地
）
。
戦
後
復
興
の
記
念 

日
と
も
な
り
ま
し
た
。 

木
が
燃
え
る
百
日
紅
咲
く
並
木
道 

 
 
 
 

た
だ
し
げ 

 
 

 
 
 

千
恵
さ
ん
・
・
・
週
一
の
バ
ス
で
の
通
院
時
、
赤
桃
色
の
花
も
た
わ
わ
の
並
木
道
を
眺
め
る
の
が
楽
し
み
に 

な
っ
て
い
ま
す
。 

 
 
 
 

ゆ
た
か
さ
ん
・
・
木
が
燃
え
る
と
い
う
表
現
が
素
晴
ら
し
い
で
す
。 

茄
子
漬
の
色
鮮
や
か
な
夕
餉
か
な 

 
 
 
 

た
だ
し
げ 

 
   

 
 

孤
舟
選
者
・
・
・
茄
子
漬
の
茄
子
紺
の
色
も
冴
え
、
目
で
楽
し
み
、
味
で
楽
し
む
こ
と
が
で
き
る
。 

 
 
 
 

百
合
子
さ
ん
・
・
私
も
夏
の
漬
物
と
言
え
ば
茄
子
漬
で
す 

鮮
や
か
な
色
は
錆
び
た
釘
で 

敗
戦
忌
軍
歌
は
短
調
多
か
り
き 

 
 
 
 
 
 
 

恵
洲 

 
 
 
  

 

孤
舟
選
者
・
・
・
軍
歌
は
兵
の
士
気
を
高
揚
さ
せ
る
た
め
明
る
く
勇
ま
し
い
も
の
だ
が
、
い
ま
聴
く
と
短
調
で
暗 

く
聞
こ
え
る
。 

還
ら
ざ
る
人
々
偲
ぶ
終
戦
日 

 
 
 
 
 
 
 

ゆ
た
か 

 
   

 

た
だ
し
げ
さ
ん
・
戦
争
に
負
け
た
日
。
戦
争
で
亡
く
な
っ
た
人
を
偲
び
、
不
戦
を
誓
う
日
と
思
え
る
。 

 
 
 
 

隆
さ
ん
・
・
・
・
今
夏
、
大
阪
府
か
ら
「
軍
歴
証
明
書
」
を
取
り
寄
せ
た
。
桃
山
中
学
の
と
き
「
教
育
招
集
」
と 

あ
っ
た
。
正
義
の
衣
を
掲
げ
国
民
の
人
生
を
奪
う
国
家
の
恐
ろ
し
さ
。
戦
後
、
家
を
出
た
き
り 

帰
ら
ぬ
例
え
を
「
鉄
砲
の
弾
」
と
聞
い
た
。
戦
争
の
残
骸
。 

 

最
果
て
の
領
土
に
白
し
蕎
麦
の
花 
 
 
 
 
 
 

び
ん 

 
 
    

く
に
お
さ
ん
・
・「
白
し
」
と
い
う
措
辞
が
最
果
て
の
領
土
に
対
す
る
思
い
が
込
め
ら
れ
て
い
る
。 

ス
コ
ッ
プ
が
砂
場
に
残
る
暑
さ
か
な 

 
 
 
 
 

正
明 

 
 
   

 

 
 
 
 
 

孤
舟
選
者
・
・
・
あ
ま
り
の 

暑
さ
に
急
遽
砂
場
か
ら
退
散
。
置
き
忘
れ
た
ス
コ
ッ
プ
は 

触
る
と
火
傷
し
そ
う
な 

高
温
だ
。 

く
に
お
さ
ん
・
・
先
程
ま
で
炎
天
の
下
で
元
気
に
遊
ん
で
い
た
幼
子
の
姿
が
余
韻
と
し
て
残
る
。 

康
敏
さ
ん
・
・
・
ス
コ
ッ
プ
と
シ
ャ
ベ
ル
の
違
い
はJIS

規
格
で
決
め
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
と
は
別
に
関
西
で 

は
子
供
や
園
芸
で
使
う
小
型
の
も
の
を
ス
コ
ッ
プ
、
職
人
が
使
う
大
型
の
も
の
を
シ
ャ
ベ
ル
と 

言
う
よ
う
だ
。
関
東
で
は
逆
だ
。
従
っ
て
関
東
人
な
ら
「
お
砂
場
に
シ
ャ
ベ
ル
残
れ
る
暑
さ
か 

な
」
と
す
る
と
こ
ろ
だ
。 

百
合
子
さ
ん
・
・
少
し
前
ま
で
砂
場
で
遊
ん
で
い
た
親
子
の
残
像
が
見
え
ま
し
た
。 
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天
窓
の
矩
形
の
中
に
秋
き
た
る 

 
 
 
 
 
 

百
合
子 

 
 
 
 
 

五
郎
太
さ
ん
・
・
切
り
取
ら
れ
た
空
に
流
れ
る
雲
に
秋
を
見
る
。
詩
が
あ
り
ま
す
。 

と
み
子
さ
ん
・
・
私
の
育
っ
た
家
の
食
堂
に
も
天
窓
が
あ
り
ま
し
た
。
阪
神
震
災
で
様
変
わ
り
し
ま
し
た
が
懐
か 

し
く
思
い
出
さ
れ
ま
す
。 

千
恵
さ
ん
・
・
・
小
さ
な
窓
か
ら
の
空
に
何
か
秋
の
気
配
を
感
じ
る
感
性
が
素
敵
で
す
。 

連
れ
立
っ
て
雷
神
風
神
来
る
猛
暑 

 
 
 
 
 
 

啓
子 

 
 
 
 
 

 
 
 

 
 

千
恵
さ
ん
・
・
・
暑
い
だ
け
で
な
く
突
然
の
豪
雨
や
ら
強
風
や
ら
に
見
舞
わ
れ
雷
神
風
神
来
る
感
じ
で
す
。 

地
歌
舞
伎
の
は
ね
て
主
役
は
甘
え
ん
坊 

 
  

 

け
い
子 

 
 
 
 

と
み
子
さ
ん
・
・
し
っ
か
り
見
得
を
切
り 

幕
が
降
り
る
と
緊
張
が
ほ
ぐ
れ
た
の
で
し
ょ
う
ね
。
可
愛
い
！ 

堂
哉
さ
ん
・
・
・
衣
装
は
脱
ぎ
た
し
、
ご
褒
美
は
見
た
し
。 

地
の
酒
を
三
代
で
酌
む
良
夜
か
な 

 
 
 
 
 
 

盛
雄 

 
 

 
 

康
敏
さ
ん
・
・
・
マ
ス
ク
を
し
な
い
で
会
え
る
よ
う
に
な
り
、
成
年
に
な
っ
た
孫
を
含
め
、
中
秋
名
月
を
眺
め
な 

が
ら
三
代
揃
っ
て
地
酒
を
酌
み
交
わ
す
。 

今
年
の
十
五
夜
は
九
月
二
十
五
日
な
の
で
一
ヶ
月 

早
い
が…

。 

 
 
 
 
 

ゆ
た
か
さ
ん
・
・
和
や
か
な
ご
家
庭
の
雰
囲
気
が
伝
わ
り
ま
す
。 

 
 
 

 
 

允
章
さ
ん
・
・
・
三
代
揃
っ
て
地
酒
を
酌
み
交
わ
す
こ
と
な
ん
て
め
っ
た
に
で
き
る
事
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

楽
し
く
嬉
し
い
酒
盛
り
で
し
よ
う
。
そ
れ
も
良
夜
に
！ 

 

三
点
句 

鰻
来
る
倦
ま
ず
焦
ら
ず
リ
ハ
ビ
リ
を
と 

 
 
 
 

紀
久
男 

 
 
 

 
 
 

 
 

と
み
子
さ
ん
・
・ 

ご
家
族
の
サ
ポ
ー
ト
が
あ
れ
ば
こ
そ
の
リ
ハ
ビ
リ
と
思
い
ま
し
た
。 

盛
雄
さ
ん
・
・
・
中
七
の‶

倦
ま
ず
焦
ら
ず
〟
が
全
て
と
思
い
ま
す
。
好
漢
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
。 

先
輩
か
ら
「
止
酒
凌
暑
」
の
葉
書
来
る 

 
 
 
 

紀
久
男 

 
 
 

龍
平
さ
ん
・
・
・
私
も
先
輩
の
一
人
か
な? 

で
も
ど
な
た
様
に
も
酷
暑
の
夏
で
し
た
。 

盛
雄
さ
ん
・
・
・
的
確
な
ア
ド
バ
イ
ス
、
持
つ
べ
き
は
友
（
先
輩
） 

歌
舞
伎
座
納
涼
歌
舞
伎 

 
 
 
 
 
 
 
 
  

納
涼
の
若
手
の
び
の
び
大
入
り
に 

 
 
 
 
 
 

紀
久
男 

 
 
 
 

孤
舟
選
者
・
・
・
歌
舞
伎
へ
の
応
援
歌
。
若
手
は
の
び
の
び
と
演
じ
る
。 

杖
つ
い
て
リ
ハ
ビ
リ
通
い
の
秋
暑
し 

 
 
 
 
 

紀
久
男 

 
 
 

天
牛
さ
ん
・
・
・
リ
ハ
ビ
リ
通
い
は
悲
し
い
も
の
で
す
が
「
杖
つ
い
て
」
で
い
っ
そ
う
哀
れ
な
感
じ
が
出
て
い 

ま
す
。
回
復
を
祈
る
の
み
で
す
。 

日
本
の
形
に
曲
が
る
胡
瓜
か
な 

 
 
 
 
 
 
  

孤
舟 

 
 
 
 

千
恵
さ
ん
・
・
・
ス
ー
パ
ー
の
通
常
の
棚
の
脇
な
ど
に
よ
く
こ
う
い
う
の
あ
り
ま
す
が
、
フ
ー
ド
ロ
ス
回
避 

で
す
！ 

隆
さ
ん
・
・
・
・
真
っ
す
ぐ
な
形
は
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
か
な
。
遊
び
心
。 

流
木
の
皮
剥
ぎ
取
ら
れ
秋
出
水 

 
 
 
 
    

く
に
お 

 
 
 
 
 

ゆ
た
か
さ
ん
・
・
台
風
の
後
の
無
残
な
情
景
が
く
っ
き
り
と
浮
か
び
ま
す
。 

啓
子
さ
ん
・
・
・
今
年
は
多
く
の
地
域
か
ら
の
こ
う
し
た
映
像
を
見
ま
し
た
。
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

見
送
れ
ば
秋
の
声
滿
つ
ド
ア
の
そ
と 

 
 
    

と
み
子 

 
 
 
 
 

 
 
 

 
 

び
ん
さ
ん
・
・
・
我
が
見
送
る
の
は
柩
、
野
に
満
つ
る
の
は
秋
の
嘆
き
。 

熱
帯
夜
シ
ャ
ネ
ル
五
番
に
着
替
へ
た
し 

 
 
    

堂
哉 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

孤
舟
選
者
・
・
・
香
水
を
ま
と
っ
て
ベ
ッ
ド
イ
ン
し
た
と
い
う
マ
リ
リ
ン
・
モ
ン
ロ
ー
に
倣
い
た
い
ほ
ど
の
暑 

く
て
寝
苦
し
い
夜
。 
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正
明
さ
ん
・
・
・
天
に
頂
い
た
シ
ャ
ネ
ル
五
番
の
句
、
大
胆
さ
に
驚
き
ま
し
た
。
破
調
も
、
今
日
こ
の
頃
の 

猛
暑
、
許
さ
れ
る
と
思
い
ま
す
。
勇
気
が
、
作
る
方
に
も
選
ぶ
方
に
も
必
要
で
す
、
多
分
。 

夏
の
日
の
き
ら
め
き
を
乗
せ
波
走
る 

 
 
 
 
   

國
護 

 
 
 
 

 
た
だ
し
げ
さ
ん
・
・
波
が
陽
の
光
で
キ
ラ
キ
ラ
輝
く
の
を
中
七
で
「
き
ら
め
き
を
乗
せ
」
と
表
現
し
て
い
る
の 

が
面
白
い
。 

切
り
西
瓜
買
う
事
に
慣
れ
老
夫
婦 

 
 
 
 
 
  

國
護 

 
 
 
 
 

く
に
お
さ
ん
・
・
老
夫
婦
の
穏
や
か
な
暮
ら
し
が
目
に
浮
か
ぶ
。
西
瓜
の
玉
で
は
た
べ
き
れ
な
い
。 

啓
子
さ
ん
・
・
・
こ
の
句
だ
け
で
ご
夫
妻
の
歴
史
が
垣
間
見
れ
る
よ
う
で
す
。 

三
恵
さ
ん
・
・
・
子
供
た
ち
が
い
た
と
き
は
、
ま
ん
丸
の
西
瓜
を
切
り
分
け
て
い
た
の
で
し
ょ
う
。
日
常
に 

か
す
め
る
「
寂
し
さ
の
機
微
」
が
表
現
さ
れ
て
い
て
、
好
き
で
す
。 

遠
花
火
過
去
現
在
も
ま
た
た
く
間 

 
 
 
 
 

百
合
子 

 
 
 
 

 
 
 
 
 

龍
平
さ
ん
・
・
・
遠
い
花
火 
遠
い
太
鼓 

遠
く
か
ら
の
物
は 

人
を
幻
想
の
世
界
に
導
く
の
で
し
ょ
う
か
？ 

 

心
射
た
れ
ま
す
。
（
四
点
句
の
「
遠
く
か
ら
・
・
（
忠
彦
）
」
の
句
も
同
じ
感
想
を
掲
載
） 

塞
翁
が
馬
と
夏
風
邪
ダ
イ
エ
ッ
ト 

 
 
 
 
 
   

 

昇 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
  

盛
雄
さ
ん
・
・
・
吉
凶
、
禍
福
の
故
事
を
巧
み
に
引
用
し
た
現
代
俳
句
。 

漆
黒
の
闇
に
沈
む
夜
百
合
香
る 

 
 
 
 
 
    

啓
子 

 
 
 
 

く
に
お
さ
ん
・
・
真
っ
暗
闇
の
な
か
で
百
合
の
香
り
が
し
て
来
る
。
嗅
覚
に
よ
り
百
合
の
存
在
を
捉
え
闇
夜
の 

深
さ
を
詠
ん
で
い
る
。 

孝
岳
さ
ん
・
・
・
何
も
見
え
な
い
真
夜
中
の
無
色
の
世
界
故
、
百
合
の
香
だ
け
が
強
烈
に
感
じ
ら
れ
る
。
作
者 

の
感
性
に
共
感
し
ま
す
。 

 

二
点
句 

悲
し
み
の
式
典
虚
し
原
爆
の
日 

 
 
          

忠
彦 

 
 
 
 
 

隆
さ
ん
・
・
・
・
原
爆
投
下
前
に
ポ
ツ
ダ
ム
宣
言
を
受
諾
す
れ
ば
広
島
、
長
崎
に
投
下
は
な
か
っ
た
。
い
つ
の 

世
も
為
政
者
の
賢
さ
、
感
度
の
良
さ
が
国
民
を
守
る
。
式
典
は
狡
い
。 

川
二
つ
交
る
と
こ
ろ
風
涼
し 

 
 
 
 
    

 

五
郎
太 
 
 
 
 
 

恵
洲
さ
ん
・
・
・
よ
く
わ
か
る
景
。
確
か
に
一
段
と
涼
し
い
。 

墓
洗
い
木
陰
求
め
て
缶
コ
ー
ヒ
ー 

 
 
 
    

 

千
恵 

 
 
 
  

 

隆
さ
ん
・
・
・
・
今
年
は
異
常
な
猛
暑
。
缶
コ
ー
ヒ
ー
が
一
層
冷
た
い
。 

境
内
に
合
せ
膨
る
る
踊
り
の
輪 

 
 
 
 
     

 

康
敏 

 
 
   

五
郎
太
さ
ん
・
・
は
じ
め
は
た
め
ら
っ
て
い
た
人
た
ち
が
加
わ
り
い
つ
か
輪
が
い
っ
ぱ
い
に
広
が
る
盆
踊
り
の 

楽
し
い
句
で
す
。 

夕
間
暮
れ
浴
衣
の
犬
の
集
ひ
を
り 

 
 
 
    

 

堂
哉 

 
 
 
 
 

康
敏
さ
ん
・
・
・
夕
ぐ
れ
、
浴
衣
を
着
せ
ら
れ
た
犬
の
集
ま
り
。
可
愛
い
で
す
ね
。
お
そ
ら
く
小
型
犬
で
し
ょ
う
。 

瀬
戸
夕
焼
け
帰
る
漁
船
の
波
高
し 

 
 
 
    

ゆ
た
か 

 
 
 
 
 

く
に
お
さ
ん
・
・
・「
波
高
し
」
に
意
外
性
を
感
じ
る
。 

た
だ
し
げ
さ
ん
・
・
瀬
戸
の
夕
焼
け
、
小
さ
い
頃
、
瀬
戸
内
の
島
の
高
台
か
ら
見
た
光
景
を
思
い
出
す
。 

ゴ
ル
フ
ァ
ー
を
一
掃
し
た
る
夕
立
か 

 
 
 
  

 

國
護 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 

孤
舟
選
者
・
・
・
特
に
雷
鳴
を
伴
う
夕
立
は
、
ゴ
ル
フ
ァ
ー
に
と
っ
て
最
も
危
険
。 

子
も
孫
も
外
国
暮
ら
し
木
槿
咲
き 

 
 
 
 

  
 
 

正
明 

 
 
 

 

 
 
 
 
 

紀
久
男
・
・
・
・
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
生
ま
れ
の
私
の
孫
は
中
学
一
年
。
夏
休
み
に
ロ
ン
ド
ン
駐
在
の
銀
行
員
の 

パ
パ
の
と
こ
ろ
に
行
き
、
す
っ
か
り
気
に
入
っ
た
よ
う
で
、
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
を
目
指 

す
由
。 
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地
中
海
の
白
き
館
や
カ
ン
ナ
咲
く 

 
 
 
 
 
    

 
  

昇 
 
 
  

  

恵
洲
さ
ん
・
・
・
屋
根
も
壁
も
皆
同
じ
色
の
館
が
並
ん
で
い
る
外
国
の
街
に
感
心
し
た
経
験
あ
り
。
日
本
の
街 

の
雑
然
、
無
秩
序
と
は
大
違
い
。 

秋
暑
し
夕
庭
仕
事
夜
は
チ
ェ
ロ 

 
 
 
 
 
 
  

 
 

亜
也 

 
 
 
 

 
 
 
 
 

龍
平
さ
ん
・
・
・
現
代
的
コ
ス
パ
の
良
い1

日
の
過
ご
し
方
か~ 

祖
母
の
里
倶
利
伽
羅
峠
盆
の
月 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

け
い
子 

 
 
 
   

隆
さ
ん
・
・
・
・
北
陸
三
県
の
出
張
中
、
初
め
て
知
っ
た
思
い
出
の
地
名
。
高
速
を
利
用
し
た
た
め
峠
は
通
ら 

ず
。
一
度
通
っ
て
み
た
い
。 

 

一
点
句 

願
ひ
書
き
送
り
火
待
つ
や
京
に
居
て 

 
 
 
  

 
 

五
郎
太 

 
 
 
 
 

啓
子
さ
ん
・
・
・
願
い
が
届
く
よ
う
祈
り
つ
つ
、
静
か
に
送
り
火
が
点
さ
れ
る
の
を
待
っ
て
い
る
。
語
順
も
手 

伝
っ
て
か
、
し
ん
と
し
た
こ
こ
ろ
の
内
が
感
じ
ら
れ
ま
す
。 

打
ち
水
に
風
ひ
ん
や
り
と
通
り
抜
け 

 
 
 
  

 

た
だ
し
げ 

 
 
 
 
 

孤
舟
選
者
・
・
・
打
水
で
地
面
が
清
め
ら
れ
、
心
な
し
か
ひ
ん
や
り
と
涼
感
が
た
ち
の
ぼ
る
。 

晴
れ
た
空
星
降
る
夜
や
星
祭
り 

 
 
 
 
 
 
 
 

た
だ
し
げ 

 
 
 
 

 
 
 
 
 

龍
平
さ
ん
・
・
・
何
時
も
星
に
想
い
を
寄
せ
る
我 
二
回
星
が
出
て
く
る
句
は
嬉
し
い
で
す
。 

雷
雨
去
り
雲
の
合
間
に
虹
を
見
る 

 
 
 
  

 
 

た
だ
し
げ 

 
 
 
 
 

※
康
敏
さ
ん
・
・
・
雷
雨
と
虹
の
季
重
な
り
で
す
。 

舌
で
喘
ぐ
犬
を
真
似
た
き
大
暑
か
な 

 
 
 
 
 
 
 

恵
洲 

 
 
 
  

 

孤
舟
選
者
・
・
・
昨
今
の
暑
さ
は
息
苦
し
い
ほ
ど
で
尋
常
で
は
な
い
。 

昼
寝
覚
め
座
敷
童
子
と
目
の
合
へ
り 

 
 
 
 
 
 
 

康
敏 

 
 
 
    

 

恵
洲
さ
ん
・
・
・
中
学
の
国
語
の
先
生
に
柳
田
国
男
も
な
ら
い
ま
し
た
。
昼
寝
覚
め
の
一
瞬
、
現
れ
て
消
え
た
の 

で
し
ょ
う
。
目
の
錯
覚
か
も
知
れ
ま
せ
ん
が
実
際
に
見
た
と
取
り
た
い
。 

浮
雲
や
白
南
風
渡
る
露
天
風
呂 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

堂
哉 
 
 
 
  

 

 
 
 
 
 

ゆ
た
か
さ
ん
・
・
ゆ
っ
た
り
と
露
天
風
呂
に
浸
か
っ
て
お
ら
れ
る
情
景
が
目
に
浮
か
び
ま
す
。 

誰
彼
の
三
味
の
音
絶
え
て
夏
の
逝
く 

 
 
 
 
 
 
 

堂
哉 

 
  

 
 
 

紀
久
男
・
・
・
・
し
つ
こ
い
残
暑
に
祇
園
や
大
阪
の
宗
右
衛
門
町
の
座
敷
も
閑
古
鳥
の
よ
う
で
す
。 

台
風
の
予
報
に
こ
こ
ろ
時
化
（
し
け

）
て
を
り 
 
 
 
 

び
ん       

   

 
 
 
 
 

孤
舟
選
者
・
・
・ 

 

昨
今
の
台
風
は
被
害
が
大
き
い
。
来
る
べ
き
台
風
に
心
配
が
募
る
。 

 
 
 
 
 
 
 
 

襟
裳
岬 

ご
め
鳴
く
や
島
山
消
ゆ
る
霧
襖
（
き
り
ぶ
す
ま
） 

 
 

び
ん 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

※
ご
め→

鴎
の
別
名 

紀
久
男
・
・
・
・
・
季
重
な
り
だ
が
、
捨
て
が
た
い
好
句
で
す
。 

※
康
敏
さ
ん
・
・
・
ご
め
（
夏
）
と
霧
襖
（
秋
）
の
季
重
な
り
。 

ブ
ラ
ス
バ
ン
ド
の
早
朝
練
習
夏
休
み 

 
 
 
 
 
 
 

正
明 

 
 
   

天
牛
さ
ん
・
・
・
本
当
に
夏
休
み
に
な
る
と
朝
っ
ぱ
ら
か
ら
学
校
の
中
か
ら
聞
こ
え
て
来
ま
す
ね
。     

カ
ナ
カ
ナ
は
死
者
の
声
な
る
黄
泉
か
ら
の 

 
 
 
 

百
合
子 

 
 
 
 
 

 
 
 

 
 

び
ん
さ
ん
・
・
・
確
か
に
！
日
暮
れ
時
の
森
の
奥
に
聞
く
カ
ナ
カ
ナ
の
声
は
幽
界
よ
り
の
誘
い
と
も
思
わ
れ
る 

サ
ー
フ
ァ
ー
の
曲
芸
の
ご
と
翻
る 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

昇 
 
 
 
 
 

 
 
 

 
 

天
牛
さ
ん
・
・
・
我
々
の
時
代
は
あ
ん
な
こ
と
の
出
来
る
人
は
サ
ー
カ
ス
の
人
た
ち
だ
け
で
し
た
。 

香
水
の
隣
を
避
け
て
寿
司
つ
ま
む 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

昇 
 
 
 
 

※
康
敏
さ
ん
・
・
・
香
水
と
寿
司
の
季
重
な
り
。 
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見
上
ぐ
れ
ば
暦
違
わ
ず
鰯
雲 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

啓
子 

 
 
 
 

 
 
 
 
 

百
合
子
さ
ん
・
・
暑
い
暑
い
と
言
い
な
が
ら
、
空
に
は
秋
が
一
足
早
く
姿
を
み
せ
て
い
ま
す
ね
。 

大
文
字
下
宿
で
一
人
見
た
日
日
よ 

 
 
 
 
 
 
 

け
い
子 

 
 
 
 
 

く
に
お
さ
ん
・
・
学
生
時
代
を
京
都
で
過
ご
し
た
作
者
の
追
憶
か
。 

終
戦
と
言
は
ざ
る
気
骨
敗
戦
日 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

亜
也 

 
 
   

 

天
牛
さ
ん
・
・
・
我
々
の
時
代
の
人
間
は
負
け
戦
（
ま
け
い
く
さ
）
で
す
よ
。
強
が
り
云
っ
て
も
駄
目
で
す
。 

  
        

          
     

 

     
 

     
 

     
 

     

 

【
次
回
青
葉
会
予
定
】 

 

令
和
五
年
九
月
二
十
八
日 

(

木)  
1
3

時
～ 

 

於
：
丸
紅
本
社
４
階
会
議
室 

 
  

◇
ご
出
席
者
に
お
か
れ
て
は
、
当
季
雑
詠
５
句
、
ご
投
句
の
み
の
皆
さ
ま
に
は
原
則
と
し
て
２
句
の
ご
投
句
を 

お
願
い
致
し
ま
す
。 

P
C

入
力
に
よ
る
清
記
を
作
成
致
し
ま
す
為
、
当
方
（
星
田
）
ま
で
通
常
の
方
法
に
て
お
送
り
く
だ
さ
い
。 

締
切
：
九
月
二
十
六
日 

午
前
中
。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

※
※
※
※
※
※
※
※
※
※
※
※
※
※
※
※ 

【
青 

葉 

会 

報
】 

一
、
八
月
句
会
は
、
尋
常
で
は
な
い
暑
さ
の
到
来
に
よ
り
、
熱
中
症
の
危
険
を
避
け
る
意
味
も
あ
り
、
句
会
合
は 

取
り
や
め
、
全
員
ご
自
宅
で
の
選
句
会
と
し
、
ご
投
句
数
は
５
句
ま
で
と
致
し
ま
し
た
。
皆
さ
ま
に
は
出
句

締
め
切
り
を
通
常
よ
り
か
な
り
早
く
設
定
し
た
の
に
も
拘
わ
ら
ず
時
日
を
お
守
り
い
た
だ
き
、
郵
送
の
方
々

に
も
遅
滞
な
く
お
届
け
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
皆
さ
ま
の
ご
協
力
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
ご
投
句
総

数
は104

句
と
な
り
、
選
句
数
も
増
や
し
７
句
選
と
致
し
ま
し
た
が
、
佳
句
も
多
く
み
な
さ
ま
選
句
に
は
ご

苦
労
さ
れ
た
ご
様
子
で
こ
う
し
て
ご
報
告
し
て
い
る
編
集
子
も
悩
ん
だ
末
に
エ
イ
や
っ
の
選
句
で
し
た
。 

結
果
に
そ
の
こ
と
も
反
映
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
、
ご
覧
の
よ
う
に
い
つ
も
以
上
に
選
句
が
分
か
れ
て
お
り
ま

す
。
そ
う
し
た
中
で
啓
子
さ
ん
、
堂
哉
さ
ん
、
孤
舟
さ
ん
、
康
敏
さ
ん
が
高
得
点
で
し
た
。 

 

二
、
去
る
五
月
に
天
に
召
さ
れ
た
川
合
万
里
子
先
生
へ
の
追
悼
句
を
最
後
の
頁
を
使
っ
て
纏
め
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
神
の
御
許
で
微
笑
ま
れ
な
が
ら
、
懐
か
し
く
ご
覧
に
な
っ
て
お
ら
れ
る
こ
と
と
存
じ
ま
す
。 

 

三
、
今
後
の
青
葉
会
開
催
場
所
及
び
日
程
が
開
催
場
所
の
関
係
か
ら
、
幾
分
変
則
的
な
設
定
と
な
り
ま
し
た
。 

予
定
一
覧
を
メ
ー
ル
の
方
に
は
会
報
と
同
時
配
信
、
郵
送
の
方
に
は
同
時
封
入
に
よ
り
お
届
け
致
し
ま
す
。 

こ
の
予
定
に
就
い
て
は
、
開
催
月
の
句
会
報
お
届
け
の
際
、
直
近
の
句
会
日
程
を
、
次
回
青
葉
会
予
定
と
し

て
必
ず
お
知
ら
せ
を
致
し
ま
す
の
で
都
度
ご
確
認
頂
け
れ
ば
幸
い
で
す
。 

 

四
、
関
係
者
近
詠
は
、
今
回
ま
で
お
休
み
い
た
し
ま
す
。 

 

五
、
孤
舟
選
者 

近
詠 

カ
ク
テ
ル
の
も
う
効
い
て
き
し
籐
寝
椅
子 

 
 
 
 
 
 

満
天
の
星
の
潤
み
し
蛍
の
夜 

百
足
虫
這
ふ
数
多
の
足
を
捌
き
つ
つ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

船
虫
の
す
は
一
大
事
四
方
に
散
る 

 
 
 

 
 
 
 

蛍
飛
ぶ
草
書
楷
書
と
入
り
乱
れ 



 

11 

 

【
川
合
万
里
子
先
生
を
偲
ぶ
・
・
・
関
係
者
追
悼
句
】 

 
母
川
合
万
里
子
逝
去
・
・
・「
森
の
座
」
九
月
号
巻
頭
三
席
、
安
部
眞
希
子
（
ご
長
女
）
さ
ん
吟
詠
掲
出
句
。 

 

召
さ
れ
ゆ
く
五
月
の
天
よ
さ
き
く
ま
せ 

 
 

弔
ひ
て
日
頃
へ
戻
ら
な
青
山
椒 

 
 
 

弟
と
十
薬
の
庭
継
ぎ
守
ら
む 

 
 
 
 
 
 

新
札
を
常
備
せ
し
亡
母
花
柘
榴 

 
 
 

山
法
師
調
剤
室
に
無
言
の
業 

 
 
 
 

黄
落
や
師
と
句
座
へ
急
ぎ
し
頃
憶
ふ 

 
 
 
 

紀
久
男 

 

紅
葉
狩
り
師
の
添
削
に
恐
れ
入
る 

 
 
 
 
 
 
 

仝 

は
た
は
た
や
師
を
見
舞
ひ
し
頃
想
ふ 

 
 
 
 
 
 

仝 

師
と
最
後
の
吟
行
紅
葉
且
つ
散
る
武
蔵
野
に 

 
 
 

仝 
 

紫
陽
花
や
万
里
子
先
生
神
の
も
と
へ 

 
 
 
 
 

忠
彦 

句
師
か
ら
の
教
へ
心
に
勿
忘
草 

 
 
 
 
 
 
 
 

仝 

白
百
合
は
万
里
を
越
え
て
星
と
な
る 

 
 
 
 
 

孤
舟 

賛
美
歌
で
ひ
と
り
旅
立
ち
合
歓
の
花 

 
 
 
 
 
 

仝 

カ
ー
ネ
ー
シ
ョ
ン
師
は
星
空
へ
召
さ
れ
た
り 

 
 
 

仝 

お
別
れ
は
木
の
教
会
で
野
薔
薇
咲
く 

 
 
 
 

五
郎
太 

吟
行
の
思
ひ
出
残
る
五
月
尽 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

仝 

色
々
と
教
は
り
し
こ
と
百
日
白 

 
 
 
 
 
 
 
 

仝 

天
の
川
か
の
地
の
句
会
亡
夫
（
つ
ま
）
参
ず 

 

と
み
子 

 

師
の
選
の
ひ
と
つ
励
み
に
星
月
夜 

 
 
 
 
 

  

仝 

・
・
・
二
句
と
も
に
、
保
明
（
亡
夫
）
さ
ん
の
気
持
ち
で
・
・
・ 

今
頃
は
神
の
み
も
と
に
聖
五
月 

 
 
 
 
 
 
 

康
敏 

夏
の
星
比
翼
連
理
の
五
七
五 

 
 
 
 
 
 
 
 

堂
哉 

手
ず
か
ら
の
ビ
ー
ル
の
摘
み
さ
り
げ
な
く 

 
 
 
 

仝 

牡
丹
の
咲
い
て
散
る
ご
と
逝
き
給
う 

 
 
 
 

ゆ
た
か 

五
月
晴
れ
聖
女
の
ご
と
き
師
は
天
上 

 
 
 
 
 
 

仝 

手
作
り
の
チ
ヂ
ミ
を
皆
に
万
里
子
逝
く 

 
 
 
 
 

隆 

句
を
採
り
て
採
ら
る
る
と
き
の
う
れ
し
さ
よ 

 
 
 

仝 

歳
時
記
と
電
子
辞
典
を
そ
ば
に
置
き 

 
 
 
 
 
 

仝 

ソ
プ
ラ
ノ
の
こ
ゑ
残
り
た
る
青
葉
な
か 

 
 
 
 
 

仝 

有
難
う
そ
し
て
さ
よ
な
ら
雲
の
峰 

 
 
 
 
 
 

正
明 

お
持
た
せ
の
酒
の
肴
や
冬
温
し 

 
 
 
 
 
 
 
 

仝 

手
の
掛
か
る
編
集
仕
事
夜
長
か
な 

 
 
 
 
 
 
 

仝 

秋
た
か
し
つ
ら
つ
ら
憶
ふ
句
と
奉
仕 

 
 
 
 
 

亜
也 

 

蕺
菜
の
真
白
き
十
字
葬
の
庭 

 
 
 
 
 
 
 
 

弘
子 

警
笛
を
鳴
ら
さ
ぬ
出
棺
ア
マ
リ
リ
ス 

 
 
 
 
 
 

仝 

水
無
月
の
足
元
定
め
師
を
送
る 

 
 
 
 
 
 
 
 

仝 

・
・
・
元
青
葉
会
に
所
属
し
て
お
ら
れ
た
小
西
弘
子
さ
ん
か
ら
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

 

 
 
 
 

令
和
五
年
九
月
十
日 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

（
了
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 


